
７
月
26
日
、

朝
か
ら
「
国
保

料
ア
ン
ケ
ー
ト

訪
問
行
動
と
何

で
も
相
談
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
、

東
京
社
保
協
事

務
局
次
長
の
寺

川
さ
ん
が
「
国

民
健
康
保
険
制
度
と
問
題
点
」

を
講
演
。
「
国
民
保
険
制
度

は
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
こ

と
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
し
な
が
ら
、

高
す
ぎ
る
保
険
料
と
滞
納
者

増
加
の
「
悪
魔
の
ス
パ
イ
ラ

ル
」
に
言
及
。
今
こ
そ
「
国

保
加
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

対
話
を
す
す
め
に
国
保
改
善

の
運
動
を
大
き
く
展
開
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

学
習
会
後
は
、
50
人
で
高

島
平
団
地
で
直
接
対
話
す
る

と
同
時
に
約
１
５
０
０
軒
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し

ま
し
た
。
「
何
で
こ
ん
な
に

国
保
料
が
あ
が
っ
た
の
か
」

「
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
」

な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
年
金
暮
ら

し
や
仕
事
が
な
く
苦
し
い
生

活
状
況
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

訪
問
と
並
行
し
て
行
っ
た

相
談
会
に
は
、
８
人
が
相
談

に
訪
れ
国
保
料
の
相
談
と
怒

り
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
「
不

景
気
で
店
が
つ
ぶ
れ
そ
う
。

国
保
料
の
通
知
が
き
た
が
、

月
５
千
円
か
ら
３
倍
の
１
万

５
千
円
に
な
っ
た
。
何
で
こ

ん
な
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
の

か
」
「
年
金
の
半
額
が
妻
の

医
療
費
で
国
保
料
払
え
ず
滞

納
に
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
」

「
遺
族
年
金
月
10
万
７
千
円

で
今
年
の
国
保
料
が
月
１
万

１
８
５
０
円
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
」
な
ど
区
民
に

説
明
し
な
い
ま
ま
実
行
し
た

国
保
料
の
引
き
上
げ
に
対
す

る
怒
り
と
相
談
で
し
た
。

「
何
で
も
相
談
」
の
案
内
チ

ラ
シ
は
、
東
京
、
毎
日
新
聞

に
２
万
枚
折
り
込
み
、
前
日

の
25
日
に
駅
頭
で
２
０
０
０

枚
配
布
し
ま
し
た
。

総
行
動
の
最
後
は
、
板
橋

区
長
へ
の
国
保
引
き
下
げ
の

個
人
請
願
行
動
で
す
。
50
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め

て
「
健
康
い
き
が
い
部
長
」

に
提
出
し
一
日
の
行
動
を
終

わ
り
ま
し
た
。
（
板
橋
社
保
協

会
長
・
西
川
勉
）
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い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
金
が
心
配
で
通

院
回
数
を
減
ら
し
た
、
受
診

を
控
え
た
、
薬
を
飲
む
回
数

を
減
ら
し
た
な
ど
の
回
答
が

多
数
を
占
め
て
お
り
、
必
要

な
検
査
や
治
療
を
受
け
ら
れ

ず
に
い
る
深
刻
な
実
態
が
見

え
て
き
ま
す
。

引
き
続
き
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
を
す
す
め
な
が
ら
草
の

根
の
運
動
を
す
す
め
、
９
月

議
会
に
区
民
の
声
と
実
態
を

突
付
け
、
国
保
料
引
き
下
げ

を
迫
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

国
保
料
決
定
通
知
書
が
、

６
月
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
、
各
家
庭
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。
収
入
や
家
族
構
成
が

変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
国
保

料
が
大
幅
に
引
き
上
が
り
、

各
区
の
役
所
に
は
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
が
、
殺
到
し
、
足

立
区
で
は
１
万
数
千
件
も
あ

り
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
で
は
23
区
を

中
心
に
国
保
加
入
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
都
営
住
宅
な
ど
へ
の

配
布
や
訪
問
、
社
保
協
加
盟

団
体
の
医
療
機
関
で
患
者
さ

ん
に
配
布
す
る
な
ど
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
集
計
で
は
、

88
％
が
40
代
か
ら
60
代
の
現

役
世
代
で
、
昨
年
年
収
が
減
っ

た
と
の
回
答
は
55
％
、
変
わ

ら
な
い
が
29
％
で
合
計
84
％

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
国

保
料
は
51
％
の
方
が
上
が
っ

た
と
回
答
。
国
保
料
が
上
が
っ

た
と
回
答
し
た
方
の
72
％
が

年
収
が
下
が
っ
た
か
変
わ
ら
な



第
38
回
東
京
社
保
学

校
は
、
７
月
２
日
け

ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京

で
１
１
５
人
が
参
加

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

高
木
史
雄
副
会
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
午
前
は

住
ま
い
と
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
プ
の
千

代
崎
一
夫
さ
ん
の
「
東
日
本
大
震
災

の
実
態
と
東
京
で
で
き
る
こ
と
、
備

え
る
こ
と
」
、

午
後
は
神
戸
大
学

教
授
・
二
宮
厚
美
先
生
の
「
福
祉
国

家
ビ
ジ
ョ
ン
の
現
代
的
意
義
―
福
祉

国
家
財
政
の
あ
り
方
を
中
心
に
―
」

の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

講
演
の
後
の
交
流
で
は
、
北
川
常

任
幹
事
（
東
京
土
建
）
か
ら
「
震
災

復
興
へ
建
設
労
働
者
の
力
を
集
め
、

東
京
の
地
か
ら
大
き
な
後
押
し
を
」
、

川
合
さ
ん
（
豊
島
社
保
協
）
か
ら

「
池
袋
派
遣
村
『
い
の
ち
・
く
ら
し
・

雇
用
な
ん
で
も
無
料
相
談
会
』
の
取

り
組
み
」
、
河
内
常
任
幹
事
（
東
京

民
医
連
）
か
ら
「
東
京
民
医
連
で
の

国
保
料
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み
と

死
亡
事
例
調
査
」
、
入
山
常
任
幹
事

（
西
多
摩
社
保
協
）
か
ら
「
東
京
都

地
域
医
療
支
援
ド
ク
タ
ー
派
遣
に
向

け

た

福

生

病

院

と

の

懇

談

」

に

つ

い

て

の

報

告

を
受
け
、

講

演

の

内

容

を

深

め

ま

し
た
。

講

演

で

学

ん

だ

成

果

を

行

動

つ

な

げ

て

い

こ

う
と
「
東
京
に
お
け
る
国
保
改
善
の

取
り
組
み
と
し
て
23
区
を
中
心
に
国

保
加
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
国

保
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
９
月
議

会
に
す
べ
て
の
区
で
請
願
・
陳
情
の

提
出
。
安
心
・
安
全
の
『
福
祉
・
防

災
都
市
東
京
』
を
め
ざ
し
、
各
地
域

で
チ
ェ
ッ
ク
運
動
や
熱
中
症
対
策
な

ど
に
取
り
組
も
う
」
と
当
面
の
取
り

組
み
を
前
沢
淑
子
事
務
局
長
が
提
起
・

確
認
し
、
福
井
典
子
副
会
長
の
閉
会

あ
い
さ
つ
で
終
了
し
ま
し
た
。

☆
☆

★

☆
☆

千
代
崎
一
夫
さ
ん
は
、
「
巨
大
な

被
害
を
出
し
た
、
東
日
本
大
震
災
の

実
害
（
都
内
で
も
４
人
、
千
葉
県
旭

市
で
は
13
人
が
亡
く
な
っ
た
）
を
紹

介
、
建
物
は
、
年
を
と
っ
て
も
快
適

に
住
め
る
こ
と
、
災
害
に
も
耐
え
ら

れ
る
丈
夫
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
日
本
の
建
物
の
寿
命
は
、
欧
米

の
２
分
１
。
作
っ
て
は
壊
す
住
宅
貧

乏
で
、
貧
困
な
社
会
保
障
と
合
わ
せ

日
本
で
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
く
な
っ

て
い
る
。
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住
居

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
、
と
強
調
。
宮

城
沖
地
震
は
30
年
以
内
に
大
地
震
が

99
％
と
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、

実
際
に
起
こ
っ
た
。
津
波
は
防
げ
な

い
が
、
地
震
は
防
げ
る
と
。

東
京
都
で
は
１
９
７
１
年
に
「
東

京
都
震
災
予
防
条
例
」
を
つ
く
っ
た

が
、
２
０
０
０
年
に
石
原
都
政
の
も

と
で
「
東
京
都
震
災
対
策
条
例
」
へ

変
え
ら
れ
震
災
予
防
条
例
の
内
容
を

薄
め
、
都
と
し
て
の
責
任
を
投
げ
出

し
、
都
民
に
責
任
転
嫁
を
し
た
内
容

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
震
災
の
実

態
か
ら
見
る
と
、
予
防
で
も
減
災
で

も
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
見
直
し
は
さ
れ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
の
で
東
京
災
対
連
と
と

も
に
予
防
や
減
災
も
考
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
認
識
し
て
改
善
し
て
欲
し

い
と
。

今
回
の
被
害
か
ら
の
教
訓
、
①
耐

震
診
断
の
必
要
性
と
効
果
と
費
用
、

②
住
宅
の
社
会
性
耐
震
性
向
上
、
③

家
族
や
ま
ち
で
防
災
へ
の
合
意
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
の
教
訓
を
示
し
、

「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
地
震
や
災

害
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
建
物
の

耐
震
性
に
つ
い
て
学
び
、
「
防
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を
通
じ
て
建
物

の
防
災
度
を
把
握
す
る
こ
と
、
自
治

体
の
診
断
と
補
強
へ
の
助
成
制
度
を

学
ん
で
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど

を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
建
物
（
ハ
ー
ド
）
だ
け
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で
は
な
い
、
ソ
フ
ト
も
絶
対

必
要
で
、
防
災
メ
ン
バ
ー
づ

く
り
や
想
像
力
を
働
か
せ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
検
討

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。東

京
都
地
域
防
災
計
画
や

市
区
の
地
域
防
災
計
画
も
手

に
と
っ
て
眺
め
て
、
自
分
た

ち
の
周
り
を
比
較
、
周
り
の

人
と
一
緒
に
防
災
の
こ
と
を

考
え
て
み
よ
う
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

二
宮
先
生
は
、
「
３
・
11

後
は
新
自
由
主
義
復
興
か
新

福
祉
国
家
型
再
生
か
の
対
決
。

被
災
地
の
復
興
を
民
間
資
本

の
導
入
で
、
漁
業
権
、

農
地
所
有
権
を
大
企

業
に
売
り
渡
し
て
、

「
復
興
特
区
」
「
総

合
特
区
制
度
」
を
活

用
し
て
広
域
開
発
を

す
す
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
雇
用
・
就

労
保
障
の
視
点
、
生

活
保
護
・
雇
用
保
険
・

年
金
な
ど
の
所
得
保

障
、
医
療
・
介
護
・

保
健
・
保
育
・
教
育

な
ど
現
物
給
付
の
原

則
に
た
っ
た
復
旧
・

復
興
に
対
す
る
公
的

責
任
の
充
実
、
住
宅

を
基
本
に
し
た
生
活
空
間
の

保
障
な
ど
の
観
点
か
ら
復
興

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
、
復
興
財
源
と
し
て

消
費
税
増
税
を
も
く
ろ
み
、

そ
の
後
「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
」
で
示
し
た
よ
う

に
社
会
保
障
の
財
源
と
し
て

消
費
税
を
目
的
税
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

新
福
祉
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
財
政
再
建
は
、
①
所

得
・
資
産
課
税
を
基
幹
税
と

す
る
戦
後
税
制
の
原
則
に
立

ち
戻
る
、
②
必
要
充
足
・
応

能
負
担
の
憲
法
原
則
に

立
脚
す
る
、
③
社
会
保

険
に
対
す
る
企
業
の
負

担
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み

に
す
る
、
を
基
本
に
し
、

金
融
資
産
税
課
税
の
減

税
、
累
進
課
税
の
フ
ラ
ッ

ト
化
、
法
人
税
減
税
、

株
式
・
証
券
優
遇
税
制

な
ど
の
歪
み
を
た
だ
し
、

大

企

業

の

内

部

留

保

（
過
剰
資
金
）
の
公
的

活
用
に
よ
っ
て
経
済
の

回
復
を
は
か
る
こ
と
が

重
要
」
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
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【
千
代
崎
さ
ん
講
演
】

・
東
京
に
住
む
私
た
ち
も
都
地
域

防
災
計
画
を
手
に
取
っ
て
、
周
り

の
人
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
、
の
提
案
は
重
要

・
や
っ
ぱ
り
現
地
へ
一
度
行
っ
て

来
よ
う
と
思
っ
た
。

・
「
地
域
社
会
」
を
分
断
し
て
い

る
学
校
選
択
制
や
小
中
一
貫
校
な

ど
。
「
地
域
力
」
の
発
揮
さ
れ
る

べ
き
拠
点
と
し
て
の
学
校
を
地
域

か
ら
奪
う
間
違
っ
た
行
政
な
ど
を

市
民
の
声
を
中
心
と
し
て
転
換
さ

せ
る
べ
き
だ
。

・
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。
予
防
（
耐
震
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・
地
域
の
呼
び
か

け
）
を
主
に
。
物
見
遊
山
で
も
見

に
行
く
べ
き
、
と
い
う
意
見
に
納

得
し
た
。
「
地
域
防
災
計
画
」
に

土
建
と
し
て
参
画
し
た
い
。

【
二
宮
先
生
講
演
】

・
財
源
が
な
い
か
ら
と
公
的
サ
ー

ビ
ス
等
を
切
り
詰
め
る
と
、
今
回

の
震
災
の
様
な
非
常
事
態
に
行
き

詰
ま
る
、
歳
出
の
適
正
化
、
万
が

一
に
備
え
る
た
め
の
投
資
と
い
う

考
え
方
に
切
り
替
え
て
ほ
し
い
。

・
消
費
税
５
％
上
げ
て
10
％
に
し

て
も
社
会
保
障
に
回
ら
な
い
事
が

少
し
わ
か
っ
た
気

が
す
る
。

・
社
会
保
障
制
度

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
財
源
は
国

内
に
十
分
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ

た
型
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

・
新
自
由
主
義
、
資
本
主
義
社
会

を
進
め
て
い
っ
て
い
て
は
、
景
気

の
回
復
、
震
災
の
復
興
な
ど
は
ま

と
も
に
進
ま
な
い
。
そ
れ
以
上
に

景
気
回
復
・
震
災
復
興
の
名
の
元

に
裏
で
は
大
資
本
優
遇
の
政
策
方

向
に
あ
る
こ
と
が
こ
わ
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
何
を

信
じ
て
生
活
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

な
の
で
し
ょ
う
か
？

・
後
半
の
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
に
つ
い
て
よ
く
わ
か
っ

た
。
消
費
税
増
も
「
な
っ
て
も
し
ょ

う
が
な
い
」
と
誘
導
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
学
習
を
深
め

て
、
企
業
か
ら
の
税
収
を
上
げ
る

こ
と
が
社
会
保
障
に
と
っ
て
真
っ

先
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
だ
と
感

じ
た
。

【
特
別
報
告
】

・
豊
島
の
「
何
で
も
相
談
会
」
の

報
告
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
に

ち
ら
し
を
撒
く
と
い
う
の
は
い
い

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。



6
月
25
日
（
土
）
、
12
時

～
15
時
の
3
時
間
、
立
川
駅

北
口
の
フ
ァ
ー
レ
立
川
憩
い

の
場
で
、
な
ん
で
も
相
談
村

実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
3

回
立
川
な
ん
で
も
相
談
村
」

を
開
催
、
53
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
当
日
対
応
し
ま
し
た
。

大
が
か
り
な
相
談
村
は
昨

年
の
年
末
以
来
２
回
目
（
半

年
に
1
回
開
催
）
、
5
月
の

駅
前
相
談
村
を
あ
わ
せ
て
3

回
目
の
相
談
村
開
催
と
な
り
、

当
日
は
そ
う
め
ん
と
か
き
揚

げ
天
ぷ
ら
も
用
意
し
対
応
し

ま
し
た
。

今
回
相
談
を
受
け
た
の
は

24
件
で
、
相
談
の
特
徴
は
、

①
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
の
方
の

相
談
が
全
体
の
３
分
の
１
を

占
め
、
②
雇
用
問
題
が
４
分

の
１
で
、
一
旦
失
職
す

る
と
再
就
職
が
困
難
と

な
り
自
分
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
く
な
っ

て
相
談
と
な
る
事
例
な

ど
不
況
の
影
響
は
引
き
続
き

深
刻
と
な
っ
て
お
り
、
③
住

宅
や
相
続
問
題
、
大
震
災
と

立
川
活
断
層
、
地
震
の
不
安

か
ら
耐
震
診
断
に
つ
い
て
の

相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
回
も

重
ね
、
事
前
宣
伝
も
実
施
し

て
い
る
の
で
、
事
前
の
電
話

相
談
と
問
い
合
わ
せ
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
末
の

相
談
村
で
生
保
を
取
得
し
た

が
、
再
び
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態

に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
２

件
あ
り
、
生
保
取

得
後
の
フ
ォ
ロ
ー

の
検
討
（
交
流
会

な
ど
）
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
、
事
前

の
駅
頭
宣
伝
を
２

回
、
原
発
避
難
者
む
け
の
全

戸
配
布
、
新
聞
折
り
込
み
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
公
民
館
へ

の
チ
ラ
シ
設
置
、
駅
周
辺
の

公
園
・
マ
ン
ガ
喫
茶
、
図
書

館
な
ど
へ
の
「
夜
回
り
」
も

２
回
実
施
し
、
相
談
も
行
い

（
15
人
、
う
ち
3
人
が
相
談

村
に
き
た
）
ま
し
た
。
相
談

村
の
翌
日
に
４
人
が
生
保
の

集
団
申
請
を
行
い
、
３
人
が

生
保
を
取
得
し
、
１
人
は
埼

玉
県
の
共
産
党
議
員
に
引
き

継
ぎ
、
生
保
申
請
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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【８月の主な日程】

１７日（水）10:00～国会議員要請行動

（衆議院議員面会所集合）

12:15～国会前集会
（衆議院第２議員会館前）

※社保協ののぼり旗を持参してください。

13:30～院内集会

２５日（木）16:30～消費税廃止各界連
宣伝行動 於：大塚駅

<第９回常任幹事会>

日時 ８月２５日（木）13:30～16:00
場所 東京労働会館地下会議室

７
月
16
日
（
土
）
、

東
京
労
働
会
館
・
ラ

パ

ス

ホ

ー

ル

に

て

「
社
保
庁
解
体
か
ら

１
年
半
、
不
当
解
雇

撤
回
を
早
期
に
！
今

こ
そ
、
社
会
保
障
制

度
の
拡
充
を
！
７
・

16

学
習
交
流
集
会
」

を
、
安
心
年
金
つ
く

ろ

う

東

京

連

絡

会

（
東
京
国
公
、
東
京

地
評
、
全
日
本
年
金

者
組
合
東
京
都
本
部
、

東
京
社
保
協
、
全
厚

生
日
本
年
金
機
構
本

部
支
部
、
自
由
法
曹

団
東
京
）
の
主
催
で

開
催
し
、
21

団
体
65

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

公
文
昭
夫
氏
（
年

金
実
務
セ
ン
タ
ー
代

表
、
東
葛
看
護
専
門

学
校
講
師
）
に
よ
る

「
社
会
保
障
現
段
階

と
抜
本
改
革
に
向
け

て
の
運
動
の
発
展
方

向
―
皆
保
険
50

周
年

を
光
へ
の
起
点
に
」

と
題
す
る
特
別
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
発
言
と
し
て
、

東
京
社
保
協
か
ら
寺

川
事
務
局
次
長
が
国

保
改
善
運
動
に
つ
い

て
現
状
と
秋
に
向
け

た
運
動
を
報
告
、
年

金
者
組
合
都
本
部
よ

り
年
金
引
き
下
げ
へ

の
怒
り
の
報
告
、
民

事
法
務
労
働
組
合
衛

藤
委
員
長
、
日
本
航

空
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー

ユ
ニ
オ
ン
の
堀
内
さ

ん
、
加
藤
さ
ん
が
闘

い
の
報
告
と
支
援
の

訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

社
保
庁
不
当
解
雇

撤
回
闘
争
の
訴
え
で

は
「
年
金
記
録
問
題

の
早
期
解
決
や
年
金

制
度
の
改
善
の
た
め

に
も
闘
い
抜
く
」
と

決
意
を
表
明
し
引
き

続
く
支
援
を
訴
え
ま

し
た
。


